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社
会
福
祉
課
か
ら

相
談
事
業
の
お
知
ら
せ

下
野
市
で
は
、
身
体
障
害
者
、

知
的
障
害
者
、
障
害
児
、
精
神
障

害
者
及
び
そ
の
家
族
を
対
象
に
、

次
の
よ
う
な
相
談
支
援
事
業
を
行

っ
て
い
ま
す
。

1．

福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
情
報

提
供
、
相
談
等
の
利
用
援
助
に

関
す
る
こ
と

2．

各
種
支
援
施
策
に
関
す
る
助

言
・
指
導
等
、
社
会
資
源
を
活

用
す
る
た
め
の
支
援
に
関
す
る

こ
と

3．

社
会
生
活
力
を
高
め
る
た
め

の
支
援
に
関
す
る
こ
と

4．

ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
関

す
る
こ
と

5．

権
利
の
擁
護
の
た
め
に
必
要

な
援
助
に
関
す
る
こ
と

6．

専
門
機
関
の
紹
介
に
関
す
る

こ
と

以
上
の
よ
う
な
こ
と
で
お
困
り

の
方
は
、
次
の
相
談
窓
口
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
専
門
の
相
談
員
が

対
応
い
た
し
ま
す
。

小
山
市
中
央
町
2
‐
2
‐
21

小
山
地
区
障
害
者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

（
小
山
市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
1
階
）

1
・
5
と
も
に

（
23
）
5
0
5
0

○
大
家
　
薫

緑
3
‐
23
‐
1

1
（
44
）
3
3
7
0

○
中
井
　
令
子

緑
3
‐
22
‐
7

1
（
40
）
6
2
5
4

○
大
坪
　
一
枝
　

小
金
井
6
‐
1
‐
13

1
（
44
）
0
0
9
6

●
問
い
合
わ
せ
先

社
会
福
祉
課

1
（
52
）
1
1
1
2

動
く
知
更
相
（
知
的
障
害
者

更
生
相
談
所
）
を
実
施
し
ま
す

遠
隔
地
等
の
た
め
、
と
ち
ぎ
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
へ

行
く
こ
と
が
困
難
な
方
の
た
め
、

と
ち
ぎ
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
の
職
員
が
来
所
し
、
療
育

手
帳
の
再
判
定
等
を
行
い
ま
す
。

今
回
の
会
場
は
、
小
山
市
に
な

り
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
お
電

話
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
日
　
時

1
月
29
日
（
月
）

午
前
10
時
30
分
〜

●
場
　
所

小
山
市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
内
　
容

①
療
育
手
帳
の
再
判
定

②
そ
の
他
生
活
相
談
等

※

新
規
の
療
育
手
帳
の
判
定
は

で
き
ま
せ
ん
。

●
対
象
者

18
歳
以
上
の
知
的
障
害
者
及
び

そ
の
保
護
者
等

●
申
込
締
切

1
月
10
日
（
水
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

1
（
52
）
1
1
1
2

労
働
教
育
講
座
を
開
催
し
ま
す

●
日
　
時
　

1
月
17
日
（
水
）

午
後
1
時
30
分
〜
4
時
45
分

●
場
　
所
　

栃
木
県
庁
小
山
庁
舎
4
階
大
会
議
室

（
小
山
市
犬
塚
3
‐
1
‐
1
）

●
講
　
師
　

村
上
社
会
保
険
労
務
士
事
務
所
　

村
上
　
さ
ゆ
り
　
氏

●
テ
ー
マ

「
パ
ー
ト
・
派
遣
な
ど
の
雇
用
ル

ー
ル
と
改
正
労
働
法
の
ポ
イ
ン
ト
」

●
受
講
料

無
料
で
す

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

栃
木
県
小
山
労
政
事
務
所

1
（
22
）
4
0
3
2

5
（
22
）
4
0
3
1

栃
木
県
に
登
録
さ
れ
て
い
る
障

害
者
相
談
員
さ
ん
を
ご
紹
介
い
た
し

ま
す
。
こ
れ
ら
の
方
は
、
最
も
身
近

に
い
る
地
域
の
相
談
員
さ
ん
で
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

（
敬
称
略
）

▼
身
体
障
害
者
相
談
員

○
小
川
　
栄
一

上
古
山
1
2
3
‐
6

1
（
53
）
2
0
2
1

○
久
保
田
　
ハ
ル
江

石
橋
9
0
0
‐
2

1
（
53
）
0
4
6
6

○
金
島
　
亀
夫

下
坪
山
１
３
５
２
‐
２

1
（
48
）
1
0
7
9

○
大
勝
　
義
夫
　

緑
6
‐
4
‐
14

1
（
44
）
4
4
4
6

○
山
本
　
隆

小
金
井
2
7
5
8
‐
5

1
（
44
）
2
4
8
2

○
山
本
　
ハ
マ
子

笹
原
1
4
8
‐
21

1
（
44
）
1
4
6
6

▼
知
的
障
害
者
相
談
員

○
熊
木
　
三
郎
　

石
橋
６
３
３
　

1
（
53
）
0
6
5
6

○
中
澤
　
ヱ
ツ
子

石
橋
３
５
１
　

1
（
53
）
7
6
6
6
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平
美
林
会
清
掃
奉
仕
計
画

1
月（

天
平
公
園
）
柴
北
ク
ラ
ブ

（
花
広
場
）
む
つ
み
会

2
月（

天
平
公
園
）
花
ま
つ
り
協
力
会

（
花
広
場
）
心
契
会

本
場
結
城
紬
織
物
競
技
会

展
示
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

11
月
18
日
（
土
）
・
19
日
（
日
）、

第
31
回
本
場
結
城
紬
織
物
競
技
展

示
会
が
、
小
山
市
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
展
示
会
は
、
本
場
結
城
紬

の
技
術
向
上
推
進
事
業
と
し
て
行
わ

れ
、
同
時
に
開
催
さ
れ
た
技
術
技
法

の
発
表
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
、
四

丁
目
（
薬
師
寺
）
の
角
田
和
子
さ
ん

が
み
ご
と
知
事
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

な
お
、
主
な
入
賞
者
は
次
の
と
お

り
で
す
。

（
敬
称
略
）

【
知
事
賞
】

角
田
　
和
子
（
四
丁
目
）

【
特
　
選
】

坂
本
　
正
則
（
仁
良
川
下
）

松
本
　
　
賢
（
東
　
根
）

松
本
　
幸
一
（
東
　
根
）

【
入
　
選
】

飯
野
カ
ツ
エ
（
仁
良
川
上
）

軽
油
の
農
業
用
免
税
証
の

交
付
申
請
を
受
付
し
ま
す

平
成
19
年
分
農
業
用
免
税
証
の

交
付
申
請
の
受
付
を
次
の
と
お
り

行
い
ま
す
の
で
、
交
付
を
希
望
さ

れ
る
方
は
必
ず
期
間
中
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
共
同
交
付

を
受
け
て
い
る
方
、
ま
た
は
共
同

交
付
を
希
望
す
る
方
、
免
税
軽
油

使
用
状
況
表
に
よ
り
交
付
を
受
け

て
い
る
方
は
、
栃
木
県
税
事
務
所

に
直
接
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

●
受
付
場
所
及
び
受
付
日

【
石
橋
地
区
（
石
橋
公
民
館
）】

2
月
14
〜
15
日

【
国
分
寺
地
区
（
ゆ
う
ゆ
う
館
）】

2
月
16
日

【
南
河
内
地
区
（
南
河
内
公
民
館
）】

2
月
21
〜
22
日

●
受
付
時
間

午
前
9
時
30
分
〜
11
時
50
分

午
後
1
時
〜
3
時
30
分

●
持
参
す
る
も
の

○
印
　
鑑

○
農
業
委
員
会
が
発
行
す
る
耕
作

証
明
書
（
継
続
申
請
者
の
場
合
、

耕
作
面
積
に
変
更
が
あ
っ
た
と

き
の
み
提
出
）

○
使
用
す
る
機
械
の
名
称
・
形
式
及

び
軸
馬
力
が
分
か
る
も
の
、パ
ン
フ

レ
ッ
ト
等（
新
規
申
請
者
、
又
は
機

械
に
変
更
が
あ
る
場
合
の
み
提
出
）

○
免
税
軽
油
使
用
者
証
（
継
続
・

更
新
申
請
者
の
み
提
出
）

○
免
税
軽
油
の
引
取
り
等
に
係
る

報
告
書
（
継
続
・
更
新
申
請
者

の
み
提
出
。
免
税
軽
油
の
購
入

を
証
す
る
納
品
書
等
（
写
し
で

も
可
）
を
添
付
す
る
こ
と
）

○
栃
木
県
収
入
証
紙
代
420
円
（
新

規
・
更
新
申
請
者
の
み
提
出
）

●
免
税
証
の
交
付

前
年
の
申
請
内
容
に
変
更
の
な

い
方
は
即
日
交
付
、
変
更
の
あ
る

方
は
後
日
交
付
さ
れ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

下
野
市
農
業
委
員
会

1
（
48
）
2
1
1
6

栃
木
県
税
事
務
所

1
0
2
8
2
（
23
）
3
4
1
1

家
族
介
護
教
室
の
お
知
ら
せ

下
野
市
で
は
、
介
護
に
関
す
る

学
習
や
情
報
交
換
の
催
し
を
企
画
し

て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
ど
な

た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
こ
の

機
会
に
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
テ
ー
マ

「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

に
つ
い
て
」

●
講
　
師

高
齢
福
祉
課
職
員

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員

●
日
　
時

1
月
24
日
（
水
）

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

●
場
　
所

ゆ
う
ゆ
う
館
会
議
室

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

高
齢
福
祉
課
（
き
ら
ら
館
内
）

1
（
52
）
1
1
1
5

家
族
介
護
者
交
流
会
の
お
知
ら
せ

市
内
在
住
で
、
現
在
40
歳
以
上

の
方
を
介
護
し
て
い
る
方
あ
る
い

は
介
護
し
て
い
た
方
（
1
年
以
内
）

を
対
象
に
次
の
と
お
り
家
族
介
護

者
交
流
会
を
開
催
し
ま
す
。
日
ご

ろ
の
悩
み
の
解
消
や
情
報
交
換
、

介
護
者
同
士
思
い
を
分
か
ち
合
い
、

親
睦
を
深
め
る
た
め
に
、
ぜ
ひ
ご

応
募
く
だ
さ
い
。
今
回
は
い
ち
ご

狩
り
と
陶
芸
に
よ
る
リ
フ
レ
ッ
シ

ュ
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

●
応
募
対
象
者

市
内
在
住
で
、
現
在
40
歳
以
上

の
方
を
介
護
し
て
い
る
方
あ
る
い

は
介
護
を
し
て
い
た
方
（
1
年
以

内
）

●
日
　
時
　

2
月
9
日
（
金
）
午
前
9
時
30

分
出
発
、
午
後
4
時
到
着
予
定

※
　
各
地
区
を
回
り
ま
す

●
集
合
場
所

き
ら
ら
館
・
ゆ
う
ゆ
う
館
・
南

河
内
公
民
館

●
行
　
先

益
子
町

●
負
担
金

二
千
円

●
定
　
員

先
着
30
名

●
募
集
期
間
　

1
月
16
日
（
火
）
午
前
9
時
か

ら
2
月
2
日
（
金
）
ま
で

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

高
齢
福
祉
課
（
き
ら
ら
館
内
）

1
（
52
）
1
1
1
5
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母
子
家
庭
自
立
支
援
教
育
訓
練

給
付
金
事
業
が
始
ま
り
ま
し
た

母
子
家
庭
の
お
母
さ
ん
が
就
職

や
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
の
た
め
に
、
あ

ら
か
じ
め
指
定
さ
れ
た
教
育
訓
練
講

座
を
受
講
し
た
場
合
、
受
講
に
要
し

た
費
用
の
一
部
を
支
給
し
ま
す
。

●
支
給
要
件

次
の
①
か
ら
⑤
ま
で
の
要
件
を

満
た
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

①
下
野
市
に
住
所
を
有
し
て
い
る

こ
と

②
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
を
受
け

て
い
る
か
、
又
は
同
様
の
所
得

水
準
に
あ
る
こ
と

③
雇
用
保
険
に
よ
る
教
育
訓
練
給

付
の
受
給
資
格
を
有
し
て
い
な

い
こ
と

④
教
育
訓
練
講
座
を
受
講
す
る
こ
と

が
就
職
や
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
の
た

め
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
こ
と

⑤
過
去
に
母
子
家
庭
自
立
支
援
教

育
訓
練
給
付
金
を
受
給
し
て
い

な
い
こ
と

●
支
給
額

対
象
講
座
の
入
学
料
、
受
講
料

の
合
計
額
の
40
％
に
相
当
す
る
額

（
上
限
20
万
円
、
下
限
8
千
円
）

●
対
象
講
座

雇
用
保
険
制
度
の
教
育
訓
練
講

座
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
講
座

【
例
】
パ
ソ
コ
ン
、
経
理
事
務
、
医

療
事
務
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
　
等

※

給
付
金
の
支
給
を
受
け
る
た

め
に
は
、
受
講
前
に
対
象
講
座

の
指
定
を
受
け
る
こ
と
に
な
り

ま
す
の
で
、
事
前
に
担
当
課
へ

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先
　

児
童
福
祉
課
子
育
て
支
援
係

1
（
52
）
1
1
1
4

母
子
家
庭
・
寡
婦
の
皆
さ
ん
に

各
種
貸
付
の
ご
案
内
で
す

高
校
、
大
学
等
進
学
や
就
職
を

す
る
お
子
さ
ん
が
い
る
方
へ
、
必
要

な
資
金
の
貸
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
貸
付
で
き
る
資
金

・
就
学
支
度
資
金
（
入
学
時
に
必

要
な
資
金
）

・
修
学
資
金（
授
業
料
、
書
籍
代
等
）

・
就
職
支
度
資
金
（
就
職
に
必
要

な
被
服
等
の
購
入
資
金
）

※

た
だ
し
、
育
英
資
金
、
そ
の
他

の
制
度
と
の
併
用
は
で
き
ま
せ

ん
。
そ
の
他
に
、
技
能
習
得
資
金
、

修
業
資
金
、
生
活
資
金
、
結
婚
資

金
、
医
療
介
護
資
金
、
住
宅
資
金

等
の
貸
付
制
度
が
あ
り
ま
す
。
く

わ
し
く
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

児
童
福
祉
課
子
育
て
支
援
係

1
（
52
）
1
1
1
4

1
〜
2
月
は
「
は
た
ち
の
献
血
」

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
月
間
で
す

冬
場
か
ら
春
先
に
か
け
て
は
、

年
間
で
最
も
輸
血
用
血
液
が
不
足

し
が
ち
で
す
。
ま
た
、
少
子
高
齢

化
な
ど
に
よ
り
、
健
康
で
若
い
皆

さ
ん
の
一
層
の
献
血
へ
の
協
力
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

新
成
人
の
皆
さ
ん
、「
は
た
ち
の

記
念
」
に
献
血
に
行
き
ま
し
ょ
う
！

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
、
た
く

さ
ん
の
県
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
期
　
間
　

1
月
及
び
2
月
中

●
献
血
会
場

栃
木
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
、

宇
都
宮
大
通
り
献
血
ル
ー
ム
、
各

市
町
村
の
献
血
会
場

※

献
血
会
場
（
献
血
バ
ス
）
の
予

定
に
つ
い
て
は
、
栃
木
県
赤
十
字

血
液
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.jrcbc.jp/

）
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
献
血
の
で
き
る
方
　

・
16
歳
か
ら
69
歳
ま
で
の
健
康
な

方
（
65
歳
以
上
の
献
血
に
つ
い

て
は
、
60
〜
64
歳
の
間
に
献
血

経
験
が
あ
る
方
）

・
1
9
8
0
年
〜
1
9
9
6
年
ま

で
の
間
に
イ
ギ
リ
ス
滞
在
歴
の

な
い
方

・
海
外
か
ら
帰
国
後
４
週
間
が
経

過
し
て
い
る
方

※

不
明
な
点
に
つ
い
て
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

栃
木
県
保
健
福
祉
部
薬
務
課

1
0
2
8
（
623
）
3
1
1
9

電
話
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

サ
ー
ビ
ス
制
度
が
始
ま
り
ま
す

日
本
全
国
で
提
供
さ
れ
る
加
入

電
話
、
公
衆
電
話
、
緊
急
通
報

（
110
番
・
119
番
等
）
な
ど
の
「
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
サ
ー
ビ
ス
」
は
、
携
帯
電

話
や
Ｉ
Ｐ
電
話
の
普
及
及
び
サ
ー
ビ

ス
競
争
の
進
展
等
に
よ
り
通
話
料
金

が
安
く
な
る
一
方
で
、
そ
の
提
供
費

用
が
不
足
し
て
き
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
西
を
含

む
固
定
電
話
・
携
帯
電
話
・
Ｉ
Ｐ

電
話
等
の
電
話
会
社
56
社
が
協
力

し
て
費
用
を
出
し
合
う
「
ユ
ニ
バ

ー
サ
ル
サ
ー
ビ
ス
制
度
」
が
ス
タ

ー
ト
し
ま
す
。

制
度
の
円
滑
な
運
営
の
た
め
、

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

関
東
総
合
通
信
局
電
気
通
信
事
業
課

1
0
3
‐
5
2
2
0
‐
5
6
8
5

「
広
域
連
携
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

巡
回
写
真
展
」
を
開
催
し
ま
す

小
山
地
区
広
域
市
町
村
圏
（
小

山
市
・
下
野
市
・
野
木
町
の
2
市

1
町
）
で
は
、
”圏
域
の
魅
力
の

再
発
見
“
と
”親
し
み
の
あ
る
圏

域
づ
く
り
“
の
た
め
に
、
連
携
事

業
と
し
て
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
を

実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　
コ
ン
テ
ス
ト
に
は
187
点
の
応
募

が
あ
り
、
本
市
か
ら
は
若
松
存
さ

ん
（
下
古
山
在
住
）
が
特
選
、
岩

内
忠
良
さ
ん
（
緑
在
住
）
が
入
選
、

芦
澤
晋
さ
ん
（
祇
園
在
住
）
が
佳

作
に
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
次
の
と
お
り
入
賞
作
品

の
巡
回
写
真
展
を
開
催
い
た
し
ま

す
の
で
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
写
真
展
の
開
催
日
程
等

【
グ
リ
ム
の
館
会
場
】

1
月
6
日
（
土
）

〜
1
月
15
日
（
月
）

【
野
木
町
公
民
館
会
場
】

1
月
17
日
（
水
）

〜
1
月
23
日
（
火
）




